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地域の皆様には、日ごろより仙台製油所の操業にご理解をいただきありがとうご

ざいます。今回は製油所の定期点検についてお知らせいたします。近隣地域の皆様

には、ご迷惑をお掛けしないように努力いたしますので、ご理解の程、よろしくお

願い申し上げます。 

 

本年度の定期点検は、精製装置全体を

対象とした点検を予定しており、５月

29 日（木）より順次精製装置を停止し、

開放・清掃・詳細点検を行い、７月下旬にかけて順次装置の立ち上げを行い運転を

再開いたします。 

定期点検期間中は、1

日あたり 1000 台の工

事用車輌が入構するもの

と見込まれます。渋滞緩和対策として、一部車輌を当所北門から構

内に入構させる予定となっております。さらに、協力会社および当

所工事担当者は早め出社（時差出社）するようにいたします。また、

地元の方々にご迷惑をお掛けすることのないよう、交通安全などに

ついても十分に指導いたします。 

装置の運転停止・開始時には一時的にフ

レアーの炎が大きくなることがあります。

現時点で、フレアーの炎が大きくなると思

われる期間は以下のとおりですが、炎が大きくなると予想される際には、その都度広報車

等によりご連絡いたします。 

 

 

2008 年度春の交通安全県

民総ぐるみ運動に合わせ、４月

７日（月）～１８日(金)の間に

当所従業員と協力会社従業員で

交通安全立哨を行いました。 

新入学児童の登校が始まるこ

の期間に子供たちや地域の方々

の安全を願い、平蔵屋殿のガソ

リンスタンド交差点に立ち、交

通安全のご協力をお願いしまし

た。また当所西門ではタンクロ

ーリーの運転手の方々にビラを入れ、安全運転の協力をお願いいたしました。 

当所では今後とも、通勤用車輌や工事用車輌等に対し、細い近隣道路の通行禁止

や重量車両の減速運転指導、渋滞状況調査や交通安全立哨による指導等をしてまい

りますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

 

4 月 1 日（火）8 時 5３分頃、強風によりガソリン分留装置加熱炉のバーナーが

一部失火し、再着火した際の異常燃焼により、異常音が発生いたしました。再発防

止対策として風の影響を受けにくい構造に改造するとともに、安全管理を徹底して

まいります。 

地域の皆様にはご心配とご迷惑をかけましたことを心よりお詫び申し上げます。 

 

 

おお  詫詫  びび  

春春のの交交通通安安全全県県民民総総ぐぐるるみみ運運動動  

定定  期期  点点  検検  にに  つつ  いい  てて  

６月３日（火）～６月２０日（金） ７月３日（木）～７月２２日（火） 

  
※点検の進行状況によっては、期間が変更となる場合があります。 

う み ね こ 
 

2008 年 
第２２号 

４月２３日（水） 

新日本石油精製株式会社 仙台製油所 
〒985-0901 仙 台 市 宮 城 野 区 港 5-1-1 

電話番号 022-363-1122、フリーダイヤル 0120-330-201 

http://www.eneos.co.jp/company/gaiyou/jigyousho/sendai/index.html

地域のみなさまへ～ 仙台製油所からのお知らせ 

見学のお申し込み・本紙に関するお問合せは、仙台製油所地域交流室 ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ：0120-330-201

定 期 点 検 の 概 要 

交通渋滞の緩和策について 

フレアースタックの炎について 


